
Ａ 試合会場レポート 試合番号 103 開催日 2018/01/08
第70回全日本バレーボール高等学校選手権大会女子 会場： 東京体育館

観客数： 8,000 開始時間： 13:50 終了時間： 15:11 試合時間： 01:21 主審： 新沼　美穂 副審： 薄井　真知子

金蘭会高等学校

3

25
第1セット

20

0

東九州龍谷高等学校
【 00:23 】

25
第2セット

18【 00:25 】

25
第3セット

23監　督：池条 義則 【 00:27 】 監　督：相原 昇

コーチ：林 寛二 第4セット コーチ：竹内 誠二

【 】
通　算： - 勝 - 敗 第5セット 通　算： - 勝 - 敗

ﾎﾟｲﾝﾄ： - 【 】 ﾎﾟｲﾝﾄ： -
ポイント 【】内はセット時間 ポイント

- （）内は交代選手 -

＜監督コメント＞

25

宮部 林

第
1
セ
ッ
ト

中川 比金

20

＜監督コメント＞
( 小池 ) ( ) ( ) ( )

曽我 中澤 河村 平山

( ) ( ) ( ) ( 坂本 )

中川 西川 合屋 梅津

( ) ( 佐藤 ) ( ) ( 古賀 )

リベロ： 水杉 リベロ： 西村

25

林 中澤

第
2
セ
ッ
ト

中川 比金

18

( ) ( ) ( ) ( 園田 )

宮部 西川 河村 平山

( 小池 ) ( 佐藤 ) ( 荒木 ) ( )

曽我 中川 合屋 梅津

( ) ( ) ( ) ( 坂本 )

リベロ： 水杉 リベロ： 西村

25

宮部 林

第
3
セ
ッ
ト

中川 比金

23

( 小池 ) ( ) ( ) ( )

曽我 中澤 荒木 平山

( ) ( ) ( ) ( 坂本 )

中川 西川 合屋 梅津

( ) ( 佐藤 ) ( ) ( 古賀 )

リベロ： 水杉 リベロ： 西村

第
4
セ
ッ
ト

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

リベロ： リベロ：

第
5
セ
ッ
ト

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

リベロ： リベロ：

＜要約レポート＞
　３年ぶりの優勝を狙う金蘭会高校と、６年ぶりの優勝を目指す東九州龍谷高校の決勝戦。
　第１セット、金蘭会はサーブで崩し、ブロックで連続得点する理想の試合運びとなり大量リードする。昨日、フルセットの大熱戦を勝利して
決勝の舞台に進んできた東九州龍谷はリベロの西村が必死に繋いだボールを中川、梅津が得点に繋げ、１点差まで詰め寄る。しかし、終盤金蘭
会は狙いすましたサーブで思うように攻撃させず、曽我、林のスパイクが決まっていく。最後は西川の強打が決まり、金蘭会が先取した。
　第２セット、金蘭会は絶好調の中澤を軸に攻撃を組み立てリードする。対する東九州龍谷は184センチの１年生、荒木を投入する。身長の高
さを活かし効果的にブロックでワンタッチを取り切り返す。跳躍力に優れた合屋の切れのあるスパイクなどで逆転に成功する。しかし、攻撃の
バリエーションが豊かな金蘭会は、セッター中川が全ての選手を使いこなし再逆転し、キャプテンの林のブロックでセットを連取する。
　第３セット、後がない東九州龍谷は合屋、平山の両２年生が活躍をみせ先行していく。このセットで決めたい金蘭会は１年生の宮部が躍動。
スパイク、ブロックと連続得点して見事逆転する。あきらめない東九州龍谷は中川、梅津が意地のスパイクを決め土壇場で23-22と逆転する。
それでも気持ちが切れない金蘭会は中澤、宮部の連続ブロックで勝負を決めた。
　満員の観客の大喝采の中、金蘭会が３年振り２回目の優勝を手にした。
　

作成者： 今井　修造

※本票の著作権は、公益財団法人日本バレーボール協会に帰属します。


